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広
報え のび

〈表紙写真〉上江小・中学校の稲作体験学習（Ｐ 17）

口蹄疫支援対策（Ｐ 2～Ｐ 4）
特集

一般利用もできます　利用しやすくなった国際交流センター（Ｐ 6～Ｐ 7）
地デジの準備はお早めに！（Ｐ 5）

災害への備えは万全ですか？（Ｐ 8）
父子家庭にも支給　拡充された児童扶養手当（Ｐ 9）

えびの市制施行40周年

ありがとう！
夢をつないで 40年
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荷
で
き
な
か
っ
た
乳
子
牛

【
助
成
額
】
1
頭
当
た
り
１
５
０
円
以
内

／
日
（
1
か
月
の
場
合
４
，５
０
０
円
／
頭
）

▼
豚

【
対
象
と
な
る
家
畜
】・
子
豚
＝
４
月
26
日

セ
リ
市
出
荷
予
定
分
か
ら
セ
リ
市
再
開
ま

で
出
荷
で
き
な
か
っ
た
子
豚

・
肉
豚
＝
4
月
28
日
か
ら
6
月
3
日
に
出

荷
で
き
な
か
っ
た
肉
豚

【
助
成
額
】
子
豚
１
頭
当
た
り
75
円
以
内

／
日
（
1
か
月
の
場
合
２
，
２
５
０
円
／

頭
）、
肥
育
豚
１
頭
当
た
り
80
円
以
内
／

日
（
１
か
月
の
場
合
２
，４
０
０
円
／
頭
）

　

口
蹄
疫
発
生
に
よ
り
、
平
成
22
年
４
月

の
子
牛
セ
リ
市
３
日
目
が
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
小
林
家
畜
市
場
か
ら
連
れ
帰
っ
た

口
蹄
疫
支
援
対
策

口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
の
被
害
を
受
け
た
方
へ

９
月
セ
リ
30
日
分

【
助
成
額
】
１
頭
当
た
り
２
５
０
円
以
内

／
日

▼
肥
育
牛

【
対
象
と
な
る
家
畜
】
平
成
22
年
４
月
28

日
か
ら
出
荷
で
き
な
か
っ
た
肥
育
牛

【
助
成
額
】
１
頭
当
た
り
２
２
５
円
以
内

／
日
（
1
か
月
の
場
合
６
，７
５
０
円
／
頭
）

▼
乳
肥
育
素
牛

【
対
象
と
な
る
家
畜
】
平
成
22
年
５
月
～

６
月
セ
リ
市
に
出
荷
で
き
な
か
っ
た
乳
肥

育
素
牛

【
助
成
額
】
１
頭
当
た
り
２
５
０
円
以
内

／
日
（
1
か
月
の
場
合
７
，
５
０
０
円
／

頭
）

▼
乳
子
牛

【
対
象
と
な
る
家
畜
】
平
成
22
年
４
月
29

日
の
セ
リ
市
よ
り
セ
リ
市
再
開
ま
で
に
出

　

口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
、
牛
豚
の
出
荷

等
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
飼
育
期
間
が

長
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
期
間
の
飼
育
飼

料
代
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
和
牛
子
牛　

【
対
象
と
な
る
家
畜
】
平
成
22
年
４
月
～

９
月
セ
リ
市
（
畜
連
家
畜
市
場
）
に
出
荷

予
定
の
子
牛

【
対
象
期
間
】
４
月
セ
リ
（
概
算
払
い
で

一
万
７
，
５
０
０
円
／
頭　

残
り
精
算
）、

５
月
セ
リ
（
概
算
払
い
で
一
万
円
／
頭　

残
り
精
算
）、
6
・
７
月
セ
リ
（
概
算
払
い

で
７
，
５
０
０
円
／
頭　

残
り
精
算
）、

え
び
の
市
で
は
、
6
月
4
日
に
家
畜
の
移
動
・
搬
出
制
限
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
口
蹄
疫
の
終
息
に
向
け
た
取
組
み

は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
7
月
12
日
現
在
）。
今
後
は
、
復
興
支
援
が
口
蹄
疫
対
策
の
中
心
と
な
り
ま
す
。
今
月

号
で
は
、
現
在
決
定
し
て
い
る
畜
産
農
家
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
家
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
額
】
１
頭
当
た
り
２
，
５
０
０
円
以
内

　

口
蹄
疫
発
生
に
よ
る
子
牛
セ
リ
市
場
へ

の
影
響
で
、
セ
リ
市
開
催
毎
の
平
均
売
買

価
格（
消
費
税
抜
き
）が
35
万
円
を
下
回
っ

た
場
合
、
１
頭
当
り
２
万
円
を
上
限
に
価

格
差
補
て
ん
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
4
月
22
日
分
か
ら
7
月
セ

リ
市
出
荷
予
定
分

【
助
成
額
】
１
頭
当
た
り
最
高
2
万
円

　

口
蹄
疫
発
生
に
よ
る
子
牛
セ
リ
市
へ
の

影
響
緩
和
対
策
と
し
て
、
市
内
へ
の
導
入

促
進
と
市
内
で
生
産
さ
れ
た
子
牛
価
格
を

維
持
す
る
た
め
、
市
内
の
畜
産
農
家
等
が

市
内
で
生
産
さ
れ
た
子
牛
を
導
入
ま
た
は

自
家
保
留
し
た
場
合
、
１
頭
当
た
り
１
万

円
以
内
を
助
成
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
平
成
23
年
3
月
セ
リ
ま
で

【
助
成
額
】
１
頭
当
た
り
１
万
円

　

口
蹄
疫
発
生
に
よ
る
移
動
・
搬
出
制
限

や
市
場
の
休
止
で
、
既
存
畜
舎
の
収
容
能

力
を
超
え
る
畜
産
農
家
や
、
導
入
お
よ

び
自
家
保
留
を
行
う
畜
産
農
家
で
、
畜

舎
が
不
足
し
て
い
る
畜
産
農
家
に
対
し
、

畜
舎
の
増
設
に
対
し
て
6
㎡
当
た
り
５
，

０
０
０
円
以
内
を
助
成
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で

【
助
成
額
】
５
，
０
０
０
円
以
内
／
6
㎡

　

移
動
制
限
解
除
後
に
出
荷
適
齢
期
を
超

え
る
枝
肉
お
よ
び
家
畜
な
ど
を
出
荷
し
た

場
合
に
助
成
し
ま
す
。

【
枝
肉
】
和
牛
５
４
０
㎏
以
上
、
乳
用
種

５
３
０
㎏
以
上
、交
雑
種
５
５
０
㎏
以
上
、

肉
豚
85
㎏
以
上
※
子
豚
、
乳
子
牛
に
つ
い

て
は
、
市
場
平
均
価
格
を
下
回
っ
た
場
合

【
助
成
額
】
肉
牛
１
万
円
以
内
／
１
頭
、

豚
肉
２
，
０
０
０
円
以
内
／
１
頭
、
子
豚

３
，
０
０
０
円
以
内
／
１
頭
、　

乳
子
牛

５
，
０
０
０
円
以
内
／
１
頭

　

口
蹄
疫
発
生
に
よ
る
乳
子
牛
セ
リ
市
等

へ
の
影
響
緩
和
対
策
と
し
て
、
市
内
産
の

乳
子
牛
導
入
者
（
市
内
の
肥
育
農
家
）
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
額
】
５
，
０
０
０
円
以
内
／
１
頭

　

牛
群
の
資
質
改
良
と
更
新
お
よ
び
増
頭

を
促
進
す
る
た
め
貸
付
を
行
い
ま
す
。

【
雌
子
牛
】
4
年
間
無
利
子
。
市
全
体
で

50
頭
、
貸
付
額
50
万
円
ま
で
（
牛
代
金
の

み
）

【
肥
育
素
牛
】
２
年
間
無
利
子
。
市
全
体

で
50
頭
、
貸
付
額
40
万
円
ま
で
（
牛
代
金

の
み
）

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
畜
産
農
林
課
畜
産
振
興
室

　
　
（
内
線
２
２
２
）

畜
産
農
家
へ
の
対
策

出
荷
遅
延
対
策

運
搬
支
援

繁
殖
牛
緊
急
確
保
対
策

価
格
差
補
て
ん
対
策

畜
舎
等
緊
急
整
備

家
畜
等
出
荷
緊
急
対
策

乳
子
牛
価
格
安
定
対
策

消毒への協力を感謝してロールサイレージ（牧草）に書かれた言葉（西長江浦地区）

貸
付
家
畜
導
入

えびの市は今年で市
制施行 40 周年を迎
えます。その記念事
業企画委員会では、
復興に向けた応援メ
ッセージを作成しま
した。
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【
国
民
健
康
保
険
税
】

　
　

市
健
康
保
険
課 

賦
課
徴
収
係

　
　
（
内
線
２
８
２
・
２
９
６
）

　
【
介
護
保
険
料
】

　
　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　
　
（
内
線
２
８
７
・
２
８
９
）

　
【
保
育
料
】

　
　

福
祉
事
務
所 

子
育
て
支
援
係

　
　
（
内
線
２
６
７
・
２
６
９
）

　

口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
影
響
を
受
け
る

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
迅
速
か
つ
積
極

的
に
支
援
す
る
た
め
県
中
小
企
業
融
資
制

度
「
口
蹄
疫
緊
急
対
策
貸
付
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

【
融
資
対
象
者
】

○
宮
崎
県
内
で
生
産
さ
れ
る
畜
産
物
（
口

蹄
疫
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限

る
）
を
主
に
取
り
扱
う
食
料
品
製
造
業
、

道
路
貨
物
運
送
業
、
倉
庫
業
、
卸
売
業
、

小
売
業
、
飲
食
店
ま
た
は
、
と
畜
場
を
営

む
中
小
企
業
者
お
よ
び
組
合

○
口
蹄
疫
の
影
響
に
よ
り
、
最
近
１
か
月

間
の
平
均
売
上
高
ま
た
は
平
均
販
売
数
量

が
そ
れ
以
前
の
１
か
月
間
ま
た
は
前
年
同

期
よ
り
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
者
お
よ

　

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
保
育
料
の
猶
予
お
よ
び
分
納
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
徴
収
猶
予
の
対
象
と
な
る
方

①
口
蹄
疫
に
よ
り
飼
養
す
る
家
畜
（
牛
・

豚
等
）
が
殺
処
分
さ
れ
た
畜
産
農
家
お
よ

び
畜
産
事
業
者

②
口
蹄
疫
に
よ
る
移
動
制
限
ま
た
は
搬
出

制
限
区
域
の
設
定
に
よ
り
、
飼
養
す
る
家

畜
（
牛
・
豚
等
）
を
移
動
ま
た
は
搬
出
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
畜
産
農
家
お
よ

び
畜
産
事
業
者

※
そ
の
他
、
制
限
区
域
外
の
畜
産
農
家
お

よ
び
畜
産
関
連
事
業
者
で
、
口
蹄
疫
の
影

響
に
よ
る
損
害
が
著
し
い
方
は
、
徴
収
の

猶
予
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
個
別
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
徴
収
の
猶
予
を
行
う
税
（
料
）
と
期
間

【
市
税
】
個
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
原
則
と
し
て
、
申
請
の

あ
っ
た
日
か
ら
1
年
以
内
（
最
長
2
年
）

【
国
民
健
康
保
険
税
】
原
則
と
し
て
申
請

の
あ
っ
た
日
か
ら
1
年
以
内（
最
長
２
年
）

【
介
護
保
険
料
】原
則
と
し
て
申
請
の
あ
っ

た
日
か
ら
６
か
月
以
内

【
保
育
料
】
原
則
と
し
て
申
請
の
あ
っ
た

日
か
ら
1
年
以
内
（
最
長
２
年
）

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
【
市
税
】

　
　

市
税
務
課
収
納
対
策
室

　
　
（
内
線
2
１
２
・
２
１
５
）

　　

口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
る
宮
崎
県
独
自
の

資
金
と
し
て
、
口
蹄
疫
緊
急
対
策
資
金
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

【
口
蹄
疫
緊
急
対
策
資
金
】

○
口
蹄
疫
の
影
響
で
営
農
経
費
等
の
運
転

資
金
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

○
口
蹄
疫
の
影
響
で
生
活
資
金
が
必
要
と

な
っ
た
場
合

○
運
転
資
金
等
の
借
入
金
の
償
還
が
困
難

等
と
な
り
、
借
り
換
え
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
の
長
期
・
低
利
の
借
換
資
金
等

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

西
諸
県
農
林
振
興
局

　
　

金
融
部
門
☎
23
‐
３
１
６
５

　
　

普
及
部
門
☎
23
‐
５
１
０
５

　
　

※
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
等
金
融
機
関
で

　
　

も
ご
相
談
で
き
ま
す
。

　
　

市
内
の
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
が
こ
の

融
資
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、
平
成
22
年
度

に
発
生
す
る
利
子
分
に
つ
い
て
は
、
市
が

補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
子
補
給
補
助
金
の
交
付
申
請

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
対
象
者
の

方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
畜
産
農
林
課
畜
産
振
興
室

　
　
（
内
線
２
２
２
）

中
小
企
業
へ
の
対
策

中
小
企
業
向
け
「
口
蹄
疫
緊
急

対
策
貸
付
金
」

市
税
等
の
徴
収
猶
予

び
組
合
（
農
林
水
産
業
、
金
融
業
等
を
除

く
）

【
取
扱
期
間
】

平
成
22
年
４
月
28
日
～
平
成
22
年
７
月
31

日
　

融
資
利
率
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

宮
崎
県
商
工
政
策
課
金
融
対
策
室

　
　

☎
０
９
８
５
‐
26
‐
７
０
９
７

　

市
内
の
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の

融
資
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、
平
成
22
年
度

に
発
生
す
る
利
子
分
に
つ
い
て
は
、
市
が

補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
子
補
給
補
助
金
の
交
付
申
請

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
対
象
者
の

方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
商
工
振

　
　

興
室
（
内
線
３
３
３
）

「
口
蹄
疫
対
策
貸
付
」
利
子
補
給

アナログ放送終了まで

地デジの準備は、

　

地
デ
ジ
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
を

見
る
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い

替
え
る
か
、
現
在
利
用
し
て
い
る
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
に
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ど
ち
ら
の
視
聴
も
、
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
条
件
で
す
。
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
は

５
千
円
程
度
か
ら
あ
り
ま
す
。
設
置
や

設
備
の
改
修
費
は
、
工
事
内
容
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
地
デ
ジ
の
準
備
は
お

早
め
に
。　

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

地
デ
ジ
デ
ジ
サ
ポ
み
や
ざ
き

☎
０
９
８
５
‐
68
‐
２
２
１
１

市
企
画
課
情
報
係
（
内
線
４
５
１
）

あと 1年です。

お早めに！

「
口
蹄
疫
緊
急
対
策
貸
付
」
利

子
補
給
補
助
金

口
蹄
疫
緊
急
対
策
資
金
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一
般
利
用
も
で
き
ま
す

利
用
し
や
す
く
な
っ
た

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

①野外ステージ　②ロビー　③研修室
④茶室　⑤交流室　⑥中庭イベント広場
⑦宿泊施設　⑧和室

　市民の皆さんに親しまれる施設にするため愛
称を募集しています。

【募集期限】平成 22 年 7 月 31 日（土曜日）
【応募方法】郵送又はＦＡＸ
【応募先】えびの市国際交流センター
〒 889-4243　えびの市大字榎田 388 番地 1
☎ 0984-35-3211　FAX 0984-35-3215
※必要事項を記載の上、応募してください。
○愛称と、愛称の簡単な説明
○氏名、住所、電話番号

【発表】9 月号の広報で発表します。
【表彰】採用作品を応募された方に記念品を贈呈
します。

【その他】採用作品に関する一切の権利は、指
定管理者ＮＰＯ法人宮崎ｉクラスターに帰属し
ます。

国際交流センターの主な行事予定

え
び
の
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
4
月
か
ら
そ
の

利
用
目
的
が
拡
大
さ
れ
、
国
際
交

流
活
動
の
場
以
外
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
の

場
や
各
種
研
修
等
の
場
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

　

管
理
運
営
は
、
７
月
１
日
か
ら

指
定
管
理
者
制
度
（
注
１
）
を
導

入
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
宮
崎
ｉ
ク

ラ
ス
タ
ー
」
が
行
い
ま
す
。
民
間

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ま
れ

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

【
施
設
利
用
案
内
】

①
野
外
ス
テ
ー
ジ
＝
市
内
外
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等

②
ロ
ビ
ー
＝
定
員
２
０
０
人
、
美

術
、
写
真
、
手
芸
、
工
芸
等
の
趣

味
の
展
示
会
等

③
研
修
室
＝
定
員
１
０
０
人
、
各

種
会
議
を
は
じ
め
、
読
書
会
、
短

歌
・
俳
句
等
の
教
室
等

⑧
和
室
＝
定
員
20
人
、
折
り
紙
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
生
け
花
の
教
室

等④
茶
室
＝
茶
の
作
法
教
室
等

⑥
中
庭
イ
ベ
ン
ト
広
場
＝
少
人
数

で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
等

⑦
宿
泊
施
設
＝
バ
ス
、
ト
イ
レ
付

の
シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
24
室

【
利
用
料
金
】

○
研
修
室
＝
1
時
間
当
り
９
２
０

円
（
冷
暖
房
料
含
む
。）

○
和
室
＝
１
時
間
当
り
７
７
５
円

（
冷
暖
房
料
含
む
。）

○
ロ
ビ
ー
＝
入
場
料
を
徴
収
す

る
場
合
は
、
１
時
間
当
り
２
，

１
３
０
円

○
野
外
ス
テ
ー
ジ
＝
無
料
（
電
気

を
使
用
す
る
場
合
は
、
１
時
間
当

り
３
１
５
円
）

※
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

え
び
の
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
３
２
１
１

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

国際交流センターの「愛称」募集

　えびの市国際交流センターの主な行事につい
て紹介します。
○英語であそぼ　○ちびっこ英会話　○チャレ
ンジ英会話　○中国語講座　○英会話講座　　
○異文化体験講座　○国際料理教室　○ハロ
ウィンパーティー　○クリスマスパーティー　
○サマーキャンプ　○国際交流フェスティバル
などです。
　詳しいことについては、えびの市国際交流セ
ンターまでお問い合わせください。

　公の施設の管理に民間の能力を活用すること
で住民サービスの向上を図り、経費の縮減など
を目指す制度です。
　地方公共団体が公の施設を外部に委ねる場合
は、公共団体や地方公共団体が出資する第三セ
クターなどに限定されていましたが、この制度
により、議会の議決を経て指定された、民間事
業者を含む幅広い団体（指定管理者）に委ねる
ことが可能になりました。

（注１）指定管理者制度とは
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災害は忘れたころに…

災害への備えは
万全ですか？

注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
都
道

府
県
と
気
象
庁
が
共
同
で
発
表
す

る
防
災
情
報
で
す
。

　【
土
石
流
】

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川

の
水
位
が
下
が
る

・
川
の
流
れ
が
に
ご
り
、
流
木
が

混
ざ
り
は
じ
め
る

【
地
す
べ
り
】

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
沢
や
井
戸
の
水
が
に
ご
る

・
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

・
が
け
に
ひ
び
が
入
る

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

【
が
け
崩
れ
】

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨
や

台
風
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
な

ど
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

風
水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
大

雨
や
台
風
な
ど
気
象
の
変
化
に
日

ご
ろ
か
ら
関
心
を
持
ち
、
事
前
に

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

大
雨
が
原
因
の
が
け
崩
れ
、
土

石
流
、
地
す
べ
り
等
の
土
砂
災
害

は
一
瞬
で
人
の
命
を
奪
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
場
所
は
、
い
つ
災

害
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
土
砂
災
害
情
報
に
も

・
が
け
か
ら
の
水
が
に
ご
る

・
が
け
に
ひ
び
が
入
る

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

　　

災
害
時
の
避
難
情
報
は
３
段
階

に
分
か
れ
て
発
令
さ
れ
ま
す
。
避

難
す
る
た
め
の
準
備
を
促
す
「
避

難
準
備
情
報
」、避
難
を
促
す
「
避

難
勧
告
」、
さ
ら
に
状
況
が
悪
化

し
、
避
難
す
べ
き
時
期
が
切
迫
し

た
場
合
の
「
避
難
指
示
」
で
す
。

　

避
難
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
防
災
無
線
や
広
報
車

等
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
避

難
勧
告
や
避
難
指
示
等
の
避
難
情

報
が
出
て
い
な
く
て
も
、
危
険
を

感
じ
た
場
合
は
速
や
か
に
自
主
避

難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

土
砂
災
害
情
報
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う

早
め
の
「
自
主
避
難
」
を

地区 避難場所 電話番号

飯
野
地
区

飯野中学校体育館 33‐0021

飯野小学校体育館 33‐0008

大河平小学校 33‐0970

高野畜産管理センター 33‐0872

えびの市民体育館 33‐5322

飯野駅前地区体育館 33‐5035

えびの市文化センター 35‐2268

飯野地区公民館 33‐0030

上
江
地
区

上江中学校体育館 33‐0315

上江小学校体育館 33‐0133

上江地区体育館 33‐5799

加
久
藤
地
区

加久藤中学校体育館 35‐1353

加久藤小学校体育館 35‐1351

加久藤小学校尾八重野分校
体育館 35‐1995

加久藤地区体育館 35‐2290

えびの市国際交流センター 35‐3211

真
幸
地
区

岡元小学校体育館 37‐2240

真幸地区体育館 37‐0004

旧真幸小学校西内竪分校

真幸地区公民館 37‐3221

老人福祉センター 37‐1329

■風水害（豪雨）時の屋内避難所

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

父
子
家
庭
に
も
支
給

拡
充
さ
れ
た
児
童
扶
養
手
当

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
ま
た
は
生

死
不
明
の
子
ど
も

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
以
上
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
子
ど
も

⑤
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
子
ど
も

⑥
母
が
未
婚
で
出
産
し
た
子
ど
も

⑦
そ
の
他
の
理
由
で
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
子
ど
も

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
市
へ
の
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
申
請
の
時
期
に
つ
い

て
の
取
り
扱
い
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

○
既
に
父
子
家
庭
と
し
て
の
支
給

要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、
法

施
行
の
平
成
22
年
8
月
1
日
よ
り

前
で
も
申
請
が
で
き
ま
す
。

○
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
申

請
し
た
場
合

・
平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
に
支

給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ

ば
、「
８
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

・
平
成
22
年
8
月
1
日
以
降
、
11

月
30
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当

し
た
方
は
、
11
月
30
日
ま
で
に
申

請
を
す
れ
ば
、「
要
件
に
該
当
し

た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
８
月
～
11
月
分
が
支
給
さ
れ
る

の
は
12
月
で
す
。

○
平
成
22
年
11
月
30
日
を
過
ぎ
て

申
請
し
た
場
合

　

８
月
以
降
分
か
ら
の
支
給
に
該

当
す
る
場
合
で
も
、「
申
請
の
翌

月
分
」か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

11
月
30
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

　

申
請
に
は
、
受
給
資
格
者
お
よ

び
該
当
す
る
子
ど
も
の
戸
籍
謄

本
、
住
民
票
等
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
に
お
問

○
全
部
支
給
さ
れ
る
方

月
額
４
万
１
，
７
２
０
円

○
一
部
支
給
さ
れ
る
方

月
額
９
，
８
５
０
円
～
４
万
１
，

７
１
０
円

【
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額
】

２
人
目
５
，
０
０
０
円
加
算

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
３
，

０
０
０
円

　

支
給
対
象
に
該
当
し
て
も
、
子

ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

た
と
き
、
ま
た
は
請
求
者
お
よ
び

子
ど
も
が
公
的
年
金
（
老
齢
福
祉

年
金
を
除
く
）
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き
な
ど
は
、
手
当
が
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

個
々
の
家
庭
に
よ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所　

子
育
て
支
援
係

（
内
線
２
６
７
）

　

母
子
家
庭
を
支
給
対
象
と
し
て

い
た
児
童
扶
養
手
当
が
、
児
童
扶

養
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

22
年
8
月
分
の
手
当
か
ら
父
子
家

庭
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、市
へ
申
請
（
認
定
請
求
）

が
必
要
で
す
。
11
月
30
日
ま
で
に

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申

請
の
翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま

す
）。

　

離
婚
・
死
別
な
ど
に
よ
っ
て
ひ

と
り
親
家
庭
に
な
っ
た
場
合
な

ど
、
18
歳
未
満
（
障
害
が
あ
る
と

き
は
20
歳
未
満
）
の
子
ど
も
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母

親
ま
た
は
父
親
、
養
育
者
の
方
に

手
当
を
支
給
し
ま
す
（
外
国
人
の

方
も
対
象
に
な
り
ま
す
）。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど

も

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

手
当
を
受
け
る
人
の
前
年
の
所

得
（
課
税
台
帳
上
の
所
得
に
、
前

年
父
（
母
）
ま
た
は
子
ど
も
が
、

子
ど
も
の
父（
母
）か
ら
受
け
取
っ

た
養
育
費
の
8
割
を
合
算
し
た
額

に
な
り
ま
す
）
が
一
定
の
額
以
上

あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月

か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）
は
、
手

当
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停

止
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
扶
養
義
務
者
（
同
居
の

直
系
血
族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）
等

の
所
得
に
よ
る
所
得
制
限
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
や
母
な
ど
）　

が
監
護
・
養

育
す
る
子
ど
も
の
数
と
受
給
資
格

者
の
所
得
等
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま

す
。

【
子
ど
も
１
人
の
と
き
】

支
給
対
象
者

父
子
家
庭
の
方
が
受
給
す

る
た
め
に
は

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も

の

所
得
等
に
よ
る
制
限

手
当
額
（
月
額
）

そ
の
他
の
注
意
事
項
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03 01思いやりの心や命の大切さを考える

「人権の花」花の苗贈呈

■お問い合わせ先
市総務課人権啓発室（内線 350）

人権の花運動実施校の看板を受け取る加久藤小学校児童

大
切
に
一
生
懸
命
育
て
て
い
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。

　

人
権
の
花
運
動
と
は
、
花
を
育

て
る
こ
と
に
よ
り
、
思
い
や
り
の

心
や
命
の
大
切
さ
を
感
じ
と
っ
て

も
ら
う
事
を
目
的
に
、
国
の
委
託

を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
県
内
の
11
の
小
中

学
校
が
取
り
組
み
ま
す
。
都
城
・

小
林
・
え
び
の
管
内
で
は
、
加

久
藤
小
学
校
が
実
施
校
と
な
り
ま

す
。　

■お問い合わせ先
市学校教育課教育係（内線 413）

校
長
は
「
本
来
な
ら
全
校
児
童
の

前
で
の
贈
呈
式
と
な
る
の
で
す

が
、
口
蹄
疫
の
影
響
で
代
表
者
の

み
の
贈
呈
式
と
な
り
ま
し
た
。
花

を
育
て
る
こ
と
は
、
小
さ
な
種
か

ら
育
て
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
花

づ
く
り
を
通
じ
て
相
手
を
気
づ
か

う
心
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
人
権
の
花
を
大
切
に
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
を
受
け
加
久
藤
小
学
校
6

年
米
倉
淳
大
君
が
「
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
る
た
め
に
、
み
ん
な
で

　
「
人
権
の
花
」
運
動
に
よ
る
花

の
苗
等
の
贈
呈
式
が
、6
月
15
日
、

加
久
藤
小
学
校
校
長
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
え
び
の
市
人
権
擁
護

委
員
の
郡
山
優
子
さ
ん
か
ら
児
童

の
代
表
に
花
の
苗
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

宮
崎
法
務
局
都
城
支
局
長
竹
原

一
郎
さ
ん
と
え
び
の
市
人
権
擁
護

委
員
原
口
陽
一
さ
ん
か
ら
「
人
権

の
花
」
運
動
実
施
校
の
看
板
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
加
久
藤
小
学
校
外
村
正
人

口蹄疫を理解する授業
助け合いの心を学びました

　

6
月
24
日
の
加
久
藤
小
学
校
3

年
生
で
の
授
業
で
は
、
実
際
に
口

蹄
疫
が
発
生
し
た
農
家
か
ら
話
を

聞
く
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
被
害
に
あ
っ
た
農
家

の
話
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。

　

話
を
聞
い
た
児
童
は
、「
畜
産

農
家
の
方
が
大
切
に
育
て
た
牛
や

豚
が
、
1
頭
で
も
口
蹄
疫
に
感
染

す
れ
ば
全
て
処
分
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
苦
し
み
や
辛
さ
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

授
業
の
ね
ら
い
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
口
蹄
疫
に
対
し
て
の
正
し
い
知

識
の
認
識

○
農
家
の
方
の
心
情
の
変
化
を
通

し
て
、
日
々
の
生
活
や
現
在
の
生

活
が
他
者
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い

る
こ
と
へ
の
自
覚

○
え
び
の
に
対
す
る
愛
情
を
育

み
、
思
い
や
り
や
支
え
合
い
の
大

切
さ

　

授
業
で
は
、
口
蹄
疫
の
被
害
に

あ
っ
た
畜
舎
の
写
真
な
ど
も
使
わ

れ
ま
し
た
。

　

5
月
11
日
か
ら
7
月
2
日
に
か

け
て
、
市
内
小
中
学
校
で
口
蹄
疫

に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

授
業
は
次
の
3
つ
を
柱
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
①
口
蹄
疫
の
風
評
に

よ
る
い
じ
め
を
防
ぐ
「
口
蹄
疫
に

つ
い
て
の
正
し
い
情
報
を
理
解
す

る
授
業
」、
②
「
口
蹄
疫
が
発
生

し
た
農
家
の
方
の
心
情
を
理
解
す

る
授
業
」、
③
「
口
蹄
疫
の
防
疫

体
制
か
ら
学
ん
だ
え
び
の
市
の
良

さ
や
え
び
の
市
の
伝
統
・
文
化
を

再
認
識
す
る
授
業
」

口蹄疫の授業を受ける子どもたち

後期高齢者医療（長寿医療）の被保険者証が変わります
平成 22年 8月 1日から

■お問い合わせ先
市健康保険課医療保険係（内線 273・274）

　

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
）
の
被

保
険
者
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
の
大
き
さ
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
は
が
き
サ
イ
ズ
」
か

ら
、「
折
り
た
た
み
式
の
カ
ー
ド

サ
イ
ズ
」
に
な
り
ま
す
。
有
効
期

限
も
こ
れ
ま
で
の
１
年
間
か
ら
約

３
年
間
の
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
に
は
、「
臓

器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄
」

が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
臓
器
移
植
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
よ
り
、
移
植
医
療
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
で
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月

下
旬
ま
で
に
本
人
あ
て
に
届
き
ま

す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た

ら
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
に

間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
継
続
し
て

診
療
を
受
け
る
方
は
、
8
月
の
診

療
か
ら
必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証

の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
、
市
健
康
保
険
課

医
療
保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平成 22年 7月までの被保険者証

02

（外側）折りたたみ時

被保険者情報記載欄 臓器提供意思表示欄

平成 22年 8月からの被保険者証

（内側）開いた時
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（レバ－入り酢豚）

vol.27

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、和
光
保
育
園
の「
レ

バ
ー
入
り
酢
豚
」
で
す
。

　

レ
バ
ー
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
、
鉄
分
、
葉
酸
等
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
鉄
分
、
葉
酸
は
、
造
血
を
助
け

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

レ
バ
ー
は
血
の
味
が
す
る
な
ど
癖
が
強
い

た
め
、
好
き
嫌
い
が
は
っ
き
り
し
や
す
い
と

言
わ
れ
ま
す
。
レ
バ
ー
の
臭
み
さ
え
し
っ
か

り
と
れ
ば
、
園
児
に
も
大
人
気
の
一
品
と
な

り
ま
す
。

【紹介者】和光保育園
園田朱美さん　塩山尚子さん

広報えびの　1213　ebino　city　public　relations.　2010.07

レ シ ピ

　
　
　
　
　
　
え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

r e c i p e

【材料（1人分）】
鶏肉レバー・・・・・・・・・・　　30 ㌘
おろしにんにく・・・・・・・小さじ１
しょうゆ・・・・・・・・・・大さじ 1
片栗粉・・・・・・・・・・・大さじ 1
揚げ油・・・・・・・・・・・・　適量
豚肉・・・・・・・・・・・・・　30 ㌘
玉ねぎ・・・・・・・・・・・・　30 ㌘
にんじん・・・・・・・・・・・　20 ㌘
竹の子・・・・・・・・・・・・　10 ㌘
ピーマン・・・・・・・・・・・　10 ㌘
干しいたけ・・・・・・・・・・・1 ㌘
Ａ：砂糖（小さじ 2）、しょうゆ（小さじ 2）、
酢（小さじ 1）、ケチャップ（小さじ 2）

【作り方】
❶レバーは適当な大きさに切って洗い、
たっぷりの熱湯で煮て血抜きし、ざる
にあげる。
❷おろしにんにくとしょうゆを合わせ
て、❶のレバーをしばらく漬けておき、
片栗粉をまぶして揚げる。
❸豚肉も片栗粉をまぶして揚げる。
❹玉ねぎ、にんじん、竹の子、ピーマ
ンは食べやすい大きさに切る。
❺干しいたけは水で戻し、適当な大き
さに切る。
❻鍋に油を熱し、❹、❺をいためる。
❼❻がなじんだら❷と❸を加え、Ａを
合わせ、全体にからめる。

2
万
5
千
本
の
ひ
ま
わ
り

写
真
／
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
の
ひ
ま
わ
り
（
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
が
見
ご
ろ
）　

えびの
四季彩色
Seasons　Color　of　Ebino

13　ebino　city　public　relations.　2010.07



人
広報えびの　14

vol.64◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

いつも笑顔でお客さんを出迎える宮下さん

５月のこいのぼりあげ

　

西
長
江
浦
上
は
、
え
び
の
市
の

南
西
部
に
あ
た
る
霧
島
連
山
の
ふ

も
と
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
四
季

折
々
に
自
然
豊
か
な
表
情
を
見
せ

る
戸
数
53
戸
の
小
さ
な
地
区
で

す
。

　

私
た
ち
の
地
区
は
高
齢
化
、
少

子
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
ま

す
。
す
ば
ら
し
い
こ
の
ふ
る
さ
と

を
大
切
に
守
る
た
め
に
、
季
節
的

な
行
事
や
伝
統
的
な
芸
能
な
ど
を

地
区
民
全
体
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
で
の
地
区
活
性
化
の
中
心

和を柱にした地域づ
くりを

（西長江浦上自治公民館）

的
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
青
壮

年
部
で
す
。
青
壮
年
部
で
は
、
5

月
の
弁
財
天
（
用
水
路
）
池
で
の

「
こ
い
の
ぼ
り
あ
げ
」、6
月
の「
田

の
神
祭
」、12
月
は
「
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
設
置
、
門
松
づ
く
り
」
な

ど
を
行
い
積
極
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
1
月
3
日
に
は
子
ど
も
育

成
会
と
青
壮
年
部
が
主
催
の
「
駅

伝
大
会
」
を
弁
財
天
池
周
辺
で
行

い
ま
す
。保
育
園
児
か
ら
高
齢
者
、

正
月
帰
省
客
な
ど
も
参
加
し
、
地

区
民
総
出
の
正
月
行
事
の
お
祝
い

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
口
蹄
疫
」
と
い
う

思
い
も
よ
ら
な
い
影
響
の
た
め

に
、
地
区
行
事
は
計
画
通
り
に
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
危
機
的
災
害

が
全
区
民
の
和
を
な
お
一
層
強
め

た
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　

今
後
も
全
区
民
の
和
を
柱
に
、

互
い
に
助
け
合
い
、
み
ん
な
で
地

区
を
盛
り
上
げ
、
西
長
江
浦
上
区

の
生
き
が
い
あ
る
地
区
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
は
都
城
市
と
高
原
町
と

の
境
界
に
あ
る
「
御
池
」
と
そ

の
西
に
あ
る
「
小
池
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　

直
径
約
１
㌔
湖
で
、
霧
島
火

山
群
で
は
最
大
・
最
深
の
湖
で
、

約
４
，
６
０
０
年
前
の
マ
グ
マ

水
蒸
気
噴
火
で
形
成
さ
れ
た
火

口
湖
で
す
。

　

御
池
を
形
成
し
た
噴
火
は
、

知
ら
れ
て
い
る
霧
島
火
山
群
の

噴
火
中
で
は
最
大
規
模
の
も
の

で
、
回
り
を
囲
む
火
口
壁
は
約

30
㍍
の
急
崖
を
形
成
し
て
い
ま

す
。

　

国
道
２
２
３
号
沿
い
に
あ
る

展
望
駐
車
場
は
、
二
子(

ふ
た

ご)

石(

い
し)

の
奥
に
高
千

穂
峰
を
望
む
絶
好
の
観
賞
ス

ポ
ッ
ト
で
、
周
辺
に
は
小
池
や

御
池
神
社
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
湖
岸
に
は
野
鳥
の
森

や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
施
設
が

あ
り
、
野
外
活
動
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

御
池
の
西
に
あ
る
直
径
約

４
５
０
㍍ 

の
火
口
湖
で
、
ほ

ぼ
垂
直
に
切
り
立
っ
た
１
０
０

㍍ 

近
い
火
口
壁
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

御
池
野
鳥
の
森
と
あ
わ
せ
て

観
察
路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
御
池

■
小
池

西長江浦上
自治公民館長

竹中征四郎さん
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ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

え び の の ひ と

宮下瑞枝さん

　「
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
リ
ン
グ
㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え

び
の
（
以
下
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え

び
の
）を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、

見
学
に
来
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

す
の
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び

の
で
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
務
め
る
宮

下
瑞
枝
さ
ん
（
西
郷
区
）
で
す
。

　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
は
、

工
場
見
学
だ
け
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、工
場
見
学
だ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

施
設
で
す
。

　

施
設
内
に
あ
る
コ
ー
ク
館
は
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り

ま
す
。

　

工
場
奥
に
、
東
京
ド
ー
ム
1
個

分
の
広
大
な
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン

が
あ
り
四
季
折
々
の
花
が
楽
し
め

ま
す
。

　

芝
生
広
場
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
多
く
の
方
が
利
用
で
き

ま
す
。

　

宮
下
さ
ん
は
、
い
ろ
ん
な
人
と

話
を
す
る
の
が
好
き
で
5
年
前
か

ら
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
の
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。

　
「
人
が
温
か
く
、
自
然
豊
か
な

え
び
の
が
好
き
で
す
。
豊
か
な
自

然
の
え
び
の
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

え
び
の
の
工
場
は
あ
り
ま
す
。
工

場
は
環
境
に
や
さ
し
い
最
新
鋭
の

いつも笑顔で
えびのの魅力を伝えたい

設
備
と
な
っ
て
い
る
の
で
自
然
環

境
を
壊
す
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
工
場
見
学
や
来
場
さ
れ
る

方
に
こ
の
え
び
の
の
人
の
温
か
さ

や
自
然
の
豊
か
さ
と
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
え
び
の
が
自
然
と
地
域
と

共
存
し
て
い
る
す
ば
ら
し
い
施
設

と
い
う
こ
と
を
多
く
の
方
に
伝
え

た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

みやした・みずえ／ 24 歳／西郷区／グ
リーンパークえびのツアーガイド／趣
味は、映画鑑賞や読書をすること。

mizue　miyasitaそ
の
10
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6
月
29
日
、
上
江
中
学
校
3
年
生
22

人
が
、
税
に
つ
い
て
の
授
業
を
受
け
ま

し
た
。

　

将
来
の
納
税
者
と
し
て
税
に
つ
い
て

関
心
を
深
め
、
税
の
意
義
や
役
割
を
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
例
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

授
業
を
行
っ
た
の
は
、
市
税
務
課
の

職
員
で
す
。「
税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
」
と
い
う
内
容
で
税
の
仕

組
み
が
分
か
る
ビ
デ
オ
を
交
え
な
が
ら

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
生
徒
は
、「
こ
の
教

室
で
、
税
の
種
類
が
多
い
こ
と
や
、
税

の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

運動について語る保護司会の代表と市長

税の授業を真剣に聞く生徒

つ
き
で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

丁
寧
に
素
早
く
苗
を
植
え
て
い
ま
し

た
。

　

田
植
え
が
終
わ
る
と
「
さ
の
ぼ
り
」

体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、

西
上
江
区
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
竹
の
皮

に
包
ま
れ
た
お
に
ぎ
り
や
に
し
め
を
食

べ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
上
江
小
学
校
の
野
田
里
緒

さ
ん
は
、「
き
れ
い
に
な
ら
べ
て
植
え

る
の
は
と
て
も
む
ず
か
し
く
大
変
で
し

た
が
、植
え
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
を
見
て
、

が
ん
ば
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
は
、
収
穫
祭

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

一列に並び田植えスタート

　

上
江
小
中
学
校
合
同
の
稲
作
体
験
学

習
が
6
月
29
日
、
上
江
小
学
校
南
側
の

実
習
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

米
づ
く
り
の
大
変
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
西
上
江
区
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
中

心
と
な
り
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

で
21
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

稲
作
の
体
験
を
し
た
の
は
、
上
江
小

学
校
5
年
生
7
人
と
上
江
中
学
校
1
年

生
13
人
で
す
。

　

児
童
ら
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
「
苗

は
3
本
か
ら
4
本
を
取
り
植
え
て
く
だ

さ
い
。
移
動
は
後
に
下
が
り
ま
す
。
移

動
し
た
後
は
、
田
を
な
ら
し
て
く
だ
さ

い
」
と
田
植
え
の
コ
ツ
を
教
わ
り
田
植

え
ス
タ
ー
ト
。
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
手田植えのコツを聞く児童・生徒・先生

税
に
つ
い
て
考
え
る

犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を

　

6
月
15
日
、
男
の
腕
ま
く
り
料
理
教

室
が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

料
理
教
室
は
、
男
性
の
老
後
の
自
立

の
手
助
け
と
料
理
を
作
る
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
平
成
7
年
か

ら
え
び
の
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
が

中
心
と
な
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
参
加
者
は
26
人
で
、
全
6
回
の
料

理
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
藤
崎
利
廣
さ
ん
は
、「
退

職
す
る
ま
で
料
理
は
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
参
加
し
て
み
て
妻
の

苦
労
が
わ
か
り
ま
し
た
。
料
理
教
室
で

勉
強
し
、
妻
に
お
い
し
い
料
理
を
作
り

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
18
日
、
え
び
の
市
地
域
婦
人
連

絡
協
議
会
の
６
人
が
、
6
月
20
日
の
父

の
日
を
前
に
、
市
長
と
教
育
長
に
花
束

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

花
束
の
贈
呈
は
、
え
び
の
市
地
域
婦

人
連
絡
協
議
会
が
市
長
と
教
育
長
を
え

び
の
市
の
お
父
さ
ん
見
立
て
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す

　

贈
呈
に
あ
た
り
、
え
び
の
市
地
域
婦

人
連
絡
協
議
会
長
の
春
口
貞
子
さ
ん

が
、「
口
蹄
疫
の
発
生
か
ら
え
び
の
市

で
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
市
長
さ
ん
に
花

束
を
送
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
協
議
会
の
会
員
か
ら
、
市
長
と

教
育
長
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

7
月
1
日
、
え
び
の
市
が
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
表
彰
を
県
交
通
安
全
対
策
推

進
本
部
長
代
理
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
内
で
は
、
交
通
死
亡
事
故

が
平
成
20
年
6
月
29
日
か
ら
平
成
22
年

6
月
28
日
（
現
在
）
の
期
間
（
2
年
間
）

で
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
最
長
記
録
は
、
昭

和
52
年
度
か
ら
の
６
３
９
日
で
し
た
。

　

今
回
の
記
録
は
７
３
０
日
で
、
そ
れ

を
上
回
り
ま
す
。

　

表
彰
を
受
け
て
市
長
は
「
交
通
事
故

が
２
年
間
発
生
し
て
い
な
い
の
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
記
録
を
伸
ば
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

地域婦人連絡協議会の皆さんと市長、教育長

レシピを見ながら料理づくり

交通死亡事故ゼロの表彰を受ける市長

父
の
日
を
前
に

男
も
料
理
に
腕
ま
く
り

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
継
続
中

　

７
月
６
日
、
え
び
の
地
区
保
護
司
会

の
８
人
が
市
長
を
訪
問
。
代
表
し
て
会

長
の
友
清
徹
也
さ
ん
が
、
法
務
大
臣
の

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」メ
ッ
セ
ー

ジ
を
代
読
し
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

友
清
さ
ん
は
、「
罪
を
犯
し
た
人
の

社
会
復
帰
に
は
、
就
労
支
援
な
ど
が
大

切
。
多
く
の
人
に
目
を
向
け
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
地
域
で
支
え
あ
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
行
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

米
づ
く
り
の
大
変
さ
を
学
ぶ
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◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

　この貸付制度には、総合支援
金（生活支援費・住宅入居費・
一時生活再建費）、福祉資金（福
祉費・緊急小口資金）、教育支
援金（教育支援費・就学支度費）、
不動産担保型生活資金（不動産
担保型生活資金・要保護世帯向
け不動産担保型生活資金）があ
ります。
　詳しいことは、下記までお問
い合わせください。
　えびの市社会福祉協議会
☎ 35‐2800

　毎日を元気で、いきいきと過
ごすための健康教室を開催しま
す。毎月１回開催し、動く、食
べる、考えるなど、いろいろな
ことを学んでもらう参加型の教
室です。

【開催日】8 月 31 日（火）
【開催時間】午後 1 時 30 分～

【内容】講演「認知症について（予
定）」
※９月以降の日程は未定です。
申し込みされた方に個別に連絡
します。
　長寿介護課　地域包括支援セ
ンター（内線 277）

　宮崎県母子寡婦福祉連合会で
は、母子家庭のお母さんの自立
支援を応援するため初心者パソ
コン教室を開催します。

【開催期間】平成 22 年 8 月 23
日～ 10 月 29 日（月、水、金）

【時間】午後 6 時 30 分～午後
9 時

【受講対象者】母子家庭のお母
さん

【開催場所】えびの市立加久藤
中学校

【受講料】無料（テキスト代や
技能検定に要する費用は受講者
負担です）

【申し込み期限】平成 22 年 8
月 5 日（当日消印有効）

水難事故に注意しましょう

6 月の活動状況 火災 0件 年計 4件
［えびの消防署管内］ 救急 47 件 年計 327 件

　いよいよ夏本番、子どもたちも海や川、プールで水と
触れ合う機会が多くなる時期となります。
　子どもたちだけの川遊びは絶対にさせず、必ず保護者
が一緒に付き添うようにしましょう。
　万が一、水難事故が発生した時は、近くにいる人と協
力しておぼれている人を救助し、心肺そせい法を行いま
しょう。

・意識の有無を確認し、ない場合は、直ちに気道を確保
する。

・呼吸の有無を確認し、ない場合は人工呼吸を開始する
と同時に心臓マッサージをする。
　一刻も早く人工呼吸をすることで生存率が上がります。
そのためにも、人工呼吸を会得することが重要です。

6 月の交通事故 人身 　5 件 年計 56 件
　発生状況 物件 22件 年計 145 件

　オウム真理教による犯罪行為により
　・亡くなられた方の遺族
　・障害が残った方
　・傷病を負った方
に国から給付金が支給されます。
申請期限は、平成 22 年 12 月 17 日です。

【対象犯罪行為】
○地下鉄サリン事件
○松本サリン事件　等
　詳しくは、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】宮崎県警察本部　警務部警務課　犯罪被
害者支援室　☎ 0985-31-0110

オウム真理教犯罪被害者給付金
のご案内

【応募に必要な書類】平成 22
年度就業支援講習会受講申込書
＊申込書の必要な方は、えび
の市母子会長　関田玲子さん

（35-1935）までお問い合わせ
ください。

【申込先】
〒 880‐0007
宮崎市原町 2‐22
宮崎県福祉総合センター内（財）
宮崎県母子寡婦福祉連合会
☎ 0985‐22‐4696

　広報えびの 6 月号の３ペー
ジに記載した「行政相談委員と
して尽力」の記事の中で「行政
相談員の永田萌子さんが宮崎行
政評価事務所より表彰を受けま
した」とありますが、表彰を行っ
たのは宮崎行政評価事務所でし
たが、表彰の内容については、
九州管区行政評価局長からの表
彰でしたのでお知らせします。

・鳥獣保護区等内での捕獲はで
きません。

【注意】次のいずれかに該当す
る場合は、捕獲許可証を交付で
きません。
・現に飼養登録に係るメジロを
飼養している方
・過去 5 年以内に愛がん飼養の
ための捕獲許可を受けたことが
ある方（捕獲の有無にかかわら
ず）
●飼養許可
　メジロを飼養するには、市長
の飼養許可を受けなければいけ
ません。鳥獣飼養申請書を提出
して、飼養登録票の交付を受け
てください。（手数料：3,400 円）
　捕獲許可証とメジロを持参
し、市畜産農林課で申請してく
ださい（足環を装着します）。
　鳥獣の登録の有効期限は 1
年間です。期限が切れたら更新
が必要です（手数料：3,400 円）。
　登録の更新の際は、飼養登録
を受けているメジロを持参して
ください。
※許可を受けずに野生鳥獣を捕
獲・飼養すると、法に基づき厳
しく処罰が科せられます。
　市畜産農林課林務係（内線
221）

　生活福祉資金制度は、低所得
者や高齢者、障害者の生活を経
済的に支え、在宅福祉および社
会参加の促進を図ることを目的
とした貸付制度です。
　平成 21 年 10 月には、厳し
い経済情勢の中で、雇用対策や
生活保護等の福祉政策等、重層
的なセーフティーネットの施策
の１つとして、この生活福祉資
金の資金種類の統合・再編を行
うなどの見直しが図られまし
た。

　
　国民健康保険限度額適用（限
度額適用・標準負担額減額）認
定証の切り替え時期です。
　現在、お持ちの国民健康保険
限度額適用（限度額適用・標
準負担額減額）認定証は、平
成 22 年 7 月 31 日が有効期限
となっています。8 月以降も入
院する場合は、切り替える必要
がありますので、8 月 31 日ま
でに必ず手続きを行ってくださ
い。

【申請場所】健康保険課医療保
険係

【申請期間】８月２日（月）～
８月 31 日（火）

【手続きに必要なもの】世帯主
の印鑑、入院している方の新し
い保険証（７月下旬に郵送予
定）、現在お持ちの認定証

【注意事項】家族または代理人
でも手続きができます。
　８月中に切り替えを行わない
と、窓口での支払いが一部負担
金（３割または１割）の金額に
戻ります。
　市健康保険課医療保険係

（内線 273）

　人材を求める県内企業と求職
者、新規学卒者を支援するため、
就職説明会を開催します。

【 開 催 日 】 平 成 22 年 8 月 10
日（火）

【開催時間】受付：午後 1 時～
説明会：午後 1 時 30 分～午後
4 時

【場所】小林市中央公民館（小
林市細野 38‐1）
※小林会場のほか県内 5 会場

（宮崎・都城・延岡・日向・延岡）
でも開催します。

【対象者】県内企業への就職を
希望する方で年齢制限などはあ
りません。
　学校卒業予定の方（高等学校
卒業予定者を除く）も対象とな
ります。

【参加方法】事前手続きは必要
ありません。
　当日、会場で「受付票（企業
訪問カード）」を記入後、各企
業のブースを訪問してくださ
い。

【参加料】参加は無料です。
【参加企業】参加企業の情報は、
宮崎県のホームページ（http://
www.pref.miyazaki.lg.jp/）に
掲載（７月中旬ごろ）します。
　観光商工課企業誘致・商工振
興室（内線 333）

　野生のメジロを捕まえたり、
飼ったりするためには捕獲の許
可が必要です。
●捕獲許可
　メジロを捕獲するには、市長
の捕獲許可を受けなければなり
ません。捕獲許可申請書を提出
して、捕獲許可証の交付を受け
てください。

【許可の条件】
・捕獲できる数は、1 世帯につ
き１羽だけです。
・捕獲できる期間は、7 月 1 日
から 1 月 31 日のうち連続して
15 日間です。

・お知らせ・

行ってみましょう。宮崎県就職
説明会

お持ちですか。捕獲・飼養の許
可

広報えびの６月号の掲載記事
について

参加しませんか。からだ元気“の
う” いきいき教室

国保加入者で入院されている方
へ

・募　　集・

パソコンの使い方を身につけま
せんか

問

問

ご相談ください。生活福祉資金
制度
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問

問

問



掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

画 だ より同 参男 女共

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　私たちの体に欠かせない塩分、食事をおいし

く食べるためにも大切なものです。

　しかし、通常元気な方は食事から必要量以上

の塩分をとっていることが多く、不足すること

はありません。逆にとり過ぎることで、高血圧

などへの影響が心配されます。そこで今回は「お

いしく減塩するコツ」を紹介します。

《加工食品をとり過ぎない》

　１日の食塩目標量は、健康な成人男性で 9.0

ｇ未満、女性で 7.5 ｇ未満とされています。加

工食品に含まれる塩分は多いため、とり過ぎな

いことが減塩のコツです。

《かけしょうゆを減らす》

　料理の味をみる前にしょうゆやソースなどを

「なにげなく」かけていませんか？しょうゆ小

さじ１杯にも 0.9 ｇの塩分が含まれます。３回

気に笑
って

健康
え び の

の食事で１回ずつ減らすだけで 2.7 ｇ（１日量

の約 1/3）の塩分を減らすことができます。味

覚は年齢と共に鈍くなるといわれていますの

で、徐々に薄味に慣れることが大切です。

《調理を工夫する》

　新鮮な食材を使い、香辛料や酸味を利用する

と薄味でもおいしく食べられます。また、「だし」

を上手に利用すると減塩に役立ちますが、市販

の顆
かりゅう

粒ダシには塩分が多く含まれるため注意が

必要です。また、「減塩」というと何もかも薄

味にしてしまいがちですが、料理の組み合わせ

でも塩分を控えることはできます。

　余分にとった塩分は、血管や心臓、腎臓にか

なりの負担をかけます。自分の身体をいたわる

ためにも、日々の食生活の中でまず自分にでき

ることから「おいしく減塩」してみませんか？

『　あすなろ三三七拍子　』

　45 歳の主人公・藤巻が、平凡なサラリー
マンから大学の応援団長へ…。それは、応
援団出身の社長が、応援団廃部を阻止する
ための出向でした。応援団ＯＢや、さまざ
まな大学生と奮闘する中「応援団」とは何
か、その深い意味を知っていきます。ま
た、家族の再生や世代間の悩みなどの問題
に、果敢に挑む姿に、同世代はもちろんの
こと、毎日がんばっている多くの人にエー
ルを送ってくれる 1 冊です。

　
　
　

田
の
神
に
見
守
ら
れ
つ
つ
真
幸
田
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
ご
と
緑
の
早
苗
田
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
浦
区　

亀
澤
尚
子

　

文ふ
み
つ
き月

は
梅
雨
の
合
間
を
ぬ
っ
て
空
の
青
、
葉
む
ら
の
緑
が
目
に
眩ま
ぶ

し
い
ほ
ど
輝
き

を
増
す
。

　

ま
し
て
田
の
神
の
御お
わ
す座

真
幸
田
は
世
間
に
誇
れ
る
真
幸
米
が
出
来
る
。
そ
の
早
苗

（
神
稲
の
意
）
が
涼
風
に
そ
よ
ぐ
の
を
見
て
作
者
は
自
然
の
営
み
、
神
の
恵
み
を
し

み
じ
み
と
感
じ
、
す
べ
て
の
も
の
へ
の
敬け
い
け
ん虔

な
祈
り
の
詠う
た

で
あ
る
。

　　
　
　

父
と
子
に
流
星
ひ
と
つ
外
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
切
嗣
子

　

涼
し
い
風
が
時
お
り
吹
く
夏
の
夜
・
・
・
庭
に
ご
ざ
を
敷
き
父
と
弟
た
ち
と
寝
こ

ろ
ん
で
満
点
の
星
を
仰
ぎ
な
が
ら
「
あ
れ
が
天
の
川
で
彦
星
と
織
姫
星
が
ね
・
・
・

そ
し
て
あ
れ
が
白
鳥
座
」
等
と
父
が
星
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
父
と
の
懐
か
し
い
想お
も

い
出
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
「
田
に
水
を
引
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
浦
区　

玉
村
キ
ク
エ

田
に
水
が
引
か
れ
た

命
の
水
が
し
み
染
み
渡
る

田
園
都
市
…
…
え
び
の
市

こ
の
日
が
来
る
の
か
？
…
こ
な
い
の
か
？

人
々
の
心
は
…
た
だ
た
だ
ジ
ー
ッ
と
心
を
止
め
て
い
た

命
の
水
が
引
か
れ
た

人
々
は
、
田
は
生
き
返
る

あ
ふ
れ
る
涙
…
涙
…

よ
く
頑
張
っ
た

よ
く
我
慢
し
た

よ
く
絶
え
た
…

命
の
水
が
走
る
…
走
る
…
喜
び
と
と
も
に

二
千
十
年
六
月
四
日
…
忘
れ
ら
れ
な
い
日

日本代表、本当に残念でしたね。ワールドカップが始ま
りみなさんも寝不足な日々が続いたのではないでしょ

うか。私もその１人です。広報の仕事に少しは慣れてきた
このごろですが編集作業に悪戦苦闘しています。
　今月号ある記事で。自分の中では「かなり良いのが出来た」
と思い、いざ、上司へ！！上司からダメ出しを・・・・と、
こんな感じで編集しています。上司のアドバイスはとても
勉強になります。自分ももっと勉強して上司から指摘を受
けることが少なくなるようがんばりたいと思います。（川野）

短
　

歌
俳
　

句

詩

重松清／著
（毎日新聞社）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）

　　

郡山 優子さん
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今月の
納税

■中原栄養士（健康保険課）「おいしく減塩しよう」

「私の男女共同参画」
　私の住んでいるえびの市の地域は、私たちが目
標とする男女共同参画社会に近づいているのでし
ょうか？いえいえまだ理想には遠い気がしていま
す。「はたして私のできる事はなんだろう」私の
願いは、男女共同参画の視点を持って考え、自分
にできる小さいことからやってみようということ
です。
　私は、次の２点に心がけています。家庭では 1
人ひとりが家族の一員として意見を出し合い話を
する。地域社会では固定的な性別役割分担意識に
基づく古い習慣やしきたりにとらわれず、お互い
の行動や考え方を尊重する（人権の尊重）。
　今年４月からえびの市男女共同参画推進条例が
施行されました。自分の生活や社会に目を向ける
ためにも新聞や市報、パンフレットなど読んでく
ださい。

　男女が、社会の対等な構成
員として、お互いに人権を尊
重し性別に関りなくその個性
と能力を十分に発揮すること
ができる社会の実現は、「難
しいなあ～」と思いながら学
び始めたのが、いきいき女性

固定資産税　　　第 2期
国民健康保険税　第 1期
8 月 2 日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,086 人（－ 57 人）
　女性／ 11,441 人（－ 4 人）
　合計／ 21,527 人（－ 61 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,197 世帯（－ 49 世帯）

（平成 22 年 7 月１日現在）

転入／ 42 人
転出／ 100 人
出生／ 21 人
死亡／ 24 人

アドバイザーとしての活動でした。講座やセミナ
ーで学び、いろんな考えの人の意見を聞き、えび
の市男女共同参画プランの策定にもかかわり、「男
女共同参画フォーラム in えびの」を開催するお
手伝いもしてきました。
　私はいきいき女性アドバイザー WITH を通して
の学習の機会や仲間たちとの討議・会話・行動か
ら多くの情報・刺激・知識を得ることは少なから
ず前進できたと思います。
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え枝
神
社

141

　

現
在
の
社
殿
は
、
老
朽
化
が
ひ
ど

か
っ
た
た
め
平
成
四
年
十
二
月
に
南

昌
明
寺
の
区
民
が
中
心
と
な
り
、
建

て
変
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
区
民

と
そ
の
他
大
勢
の
人
々
の
協
力
に
よ

り
、
平
成
五
年
十
一
月
に
神
事
と

七
〇
〇
年
記
念
式
典
を
行
い
、
完
成

し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
昌
明
寺
字
油お

ぶ
ら
で
ん
田
に
も
日
枝

神
社
が
あ
り
ま
す
が
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
年
）
七
月
二
九
日
、
祭

神
は
、
北
昌
明
寺
山
王
の
日
枝
神
社

に
合ご

う
し祀

さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
昌
明
寺
字
油
田
の
日
枝
神
社

の
創
建
の
年
月
日
は
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
北
昌
明
寺
山
王
の
日

枝
神
社
の
遙よ

う
は
い拝
所
と
い
わ
れ
、
現
在

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

日
枝
神
社
は
、
北
昌
明
寺
山
王
の

絶
壁
の
上
に
あ
り
ま
す
。
京
町
温
泉

駅
か
ら
矢
岳
高
原
に
通
じ
る
県
道
を

約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
行
く
と
右
手
に

鳥
居
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら

約
七
〇
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

祭
神
は
、
大
お
お
や
ま
つ
み
の
か
み

山
祗
神
で
す
。
建
て

ら
れ
た
当
時
は
山
王
権
現
社
と
名
称

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
創
建
者
は
、
日

下
部
貞
継
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
県
神
社
誌
（
宮
崎
県
神
社
庁

発
行
）
に
は
、
日
枝
神
社
は
永
仁
元

年
（
一
二
九
三
年
）
正
月
吉
日
に
建

て
ら
れ
た
と
「
北
原
領
地
神
社
目
録

写
生
安
書
記
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日

枝
神
社
が
火
事
に
あ
い
、
古
棟
札
等

が
焼
失
し
て
存
在
し
な
い
た
め
建
て

ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
時
、
北
原
領
主
が
こ
の
地
域
を

納
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
代
の
日

枝
神
社
は
、
吉
田
郷
宗
社
と
し
て

崇す
う
け
い敬

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

北
原
時
代
か
ら
水
流
の
菅
原
神
社

が
建
て
ら
れ
る
ま
で
は
、
日
枝
神
社

が
吉
田
郷
の
鎮
主
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

ご
祭
神
は
「
山
の
神
」
で
大
山
祗

神
で
す
が
軍
神
と
し
て
も
崇
拝
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
戦
国
時
代
は
各
武
将

た
ち
の
戦
勝
祈
願
の
参
拝
も
多
く
、

ま
た
開
運
厄
払
い
の
守
護
神
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
太

平
洋
戦
争
時
は
出
征
兵
士
の
武
運
長

久
祈
願
の
参
拝
者
が
後
を
絶
た
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

大山祗神が祭られる日枝神社

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


